子育て支援について
「妊婦診療14回まで無料化」「保育園保育料の第2子半額、第3子は1割負担」など、アンケートに寄せられた要望が’08年度予算に盛りこまれました。
●あなたの望む支援はなんですか？

· 一律に○○円の所得制限はいかがなものか……｡単身赴任世帯もあるし高齢者世帯もある｡子育ての大変さと大切さは所得と関わりなく同じではなかろうか……。
· 一人の給料だけで生活が成り立たないので二人で働かないと食べて行けない｡
· いわゆる｢子育て世代｣ではないのでわからないが､必要であれば､また､それが政治の責任であるならば､自治体として一つでも多く行ってほしい｡
· 若いおかあさん達は子育てを他人に任せ､自分は遊んでばかりいる｡
· 小さな子供たち､老人などが幸せに暮らせる環境であってほしいと思っています｡

· 今は保育園だけでなく幼稚園に入るにも競争率が高く､親は1才すぎからどこに入れるか入れるかでソワソワしている｡品川区は福祉がよいと人を集めるだけ集め､元から住んでいる住民が結局泣いている状況が多すぎ!!保育園も枠が少なすぎる!!

· 子どもたちが将来自分の家が持てるかどうかとても不安です｡

· 都､区営保育園の増設(希望者はだれでも入れる様にする)｡

· 小児科の医者が働きたくなる様な環境を作ることが大切だと思う｡しかし､医者のレベルが下がるのは問題｡

· 男性が子育てに参加できるように｡男女とも勤務時間の縮小と子育ての中の職場での理解をえられる方法をたくさん用意すること｡かつて我が子を保育園にあずけ仕事と両立させたことをほこりに思っています｡

· すべてです｡今のままでは都内での子育ては無理があります｡ヨーロッパの様に大学まで学費がかからなかったり､医療費がかからなかったり､何かそういった援助がないと､欲しくても金銭的に無理だと思います｡

· 子育てを援助するのは右記の支援策みたいなことではないと思います｡夫､家族の協力が一番だと思います｡父がいて､母がいて､それが基本だと思います｡子供は両親を見て育つものだから支援策が充実していてもダメなのでは｡働く夫の援助(会社の子育て支援)にまず力を入れることが大切だと思う｡

· 自分の子供は自分が(親が)育てるべきだと思いますから､他人の力を余り借りるべきではないと思う｡貧しくても育てられるものです｡自分の能力は子育て後でも充分力を発揮出来ますし､子供たちも応援してくれます｡お金の為に働くのはいかがなものでしょう｡児童手当なんて必要ですか?

· ここまで子供を育ててきて､私は今が経済的に一番つらいです｡本当に支援が必要なのは中高年の住宅ローン､教育費をかかえた世帯ではないかと思います｡

· 現在独身で子供はいません｡もし将来経済的余裕が無く､子供を保育園に預けて働かなければならない場合､子供を産む選択は取らないと思います｡家事､育児､仕事の両立という現実を見ますと､女性の負担が重過ぎではないでしょうか?

· 女性も男性も子供を持つことの､人間としての大切さに気付くこと｡単に女性が働かねば生活できないのではなく､贅沢と拝金主義がこの様な世の中にした｡ホリエモンや村上ファンド的な考え方が世の中をダメにしている｡本項､正義を見極める政党になって欲しい｡今回の国会対応はOKであった｡

· こどもを大切にする世の中に｡特に教育の充実と合わせて重点的にすべて改善すべきです｡

· 子育て支援に必要な財政がみいだせません｡スウェーデンのように､まずは女性を納税者にする取り組みが必要｡男女格差が大きい(たしか128カ国中97位?)ことが大問題だと思います｡

· これから出産を控えているのですが､出産後また仕事につきたいと考えています｡また就職活動を行う上で保育園にスムーズに預けられるのか心配です｡

· 正直､結婚なんて今のままでは考えられません｡

· 物価高で生活費の高騰､収入の減､税負担の増等､妊娠しても安心して出産できない｡出産後の子育てには大変な費用がかかる､また､不安である｡

· 結婚生活40年ほどですが子供を持ったことありません｡もし､私に子供がいたら､たぶん､行政に対して文句ばかり言ってたと思う｡でも､モンスターペアレンツにはなっていないと思いますよ｡

· 品川区は子育てがしやすく町だと聞きましたので､そちらはそれほど気にしておりません｡不安なのは前項でも記したとおり､産むまでの不安です｡｢その他の意見｣としては町づくりに入るかと思いましたが､子供が安全に動ける町づくりを希望します｡一般の方(できれば男性)の巡回等が多いとうれしいです｡

· 現在地球上の人口は地球資源にくらべて多すぎると思います｡

· 少子化の現在､行政からの援助や支援は不可欠だと思う｡でも､これもやはり個人の子供への気持ちも問題で､何でもかんでも区や国に望むのは間違い｡自助努力も必要｡

· 人が人を殺さない日本になって､世界の手本になる国､戦争しないのだから防衛費は要らない｡敵国もない｡どの国とも相手も人なのだから家族がいる｡親がいるのだから話し合って分け合って行く｡教育の基本｡

· 学童医療の無料｡学童支援の減税｡

· 少子化対策として､産んだ後の育児に対して不安です｡

· 子どもがいません｡回答は失礼します｡

· ムダに病院に行くだけ!医療費がタダだからムダに病院に行くのでよくない｡親の病気の薬をもらうのに子供を病院に行かせている人もいる｡ムダです｡

· 子育て支援とよく言われてますが本当に必要なのでしょうか?私の知っている所では子供は3人～4人はいますので当然補助は頂いていると思います｡では､その親達はどうかと言うと毎週の様に集まっては昼間からビール等飲んでさわいでいます｡次の日学校なのに昼間眠くなるだろうと人事ながら思ってしまいます｡世の中､子供が少ないからと言って､実情をよく見て補助制度を決めて頂きたい｡

· 親の愛が必要な時期に子をあずけ､お金の為に母も仕事をする｡お母さんが安心して子育てをし､家庭を守る｡お母さんが仕事をしなくてもよいような区政､国になるように｡

· 家族の所得金額に応じた負担配分方式の導入｡

· 子供に孫が産まれ､現在の医療費を考える事になり勉強しました｡1回行くと5000円｡検査すると+αと増えます｡子供は異常出産でしたが入院で50万円以上かかってます｡これでは収入の少ない若者には大変です｡子供を増やしたいのなら､妊娠中より助けてあげていいのではないでしょうか｡出産一時金が出てもマイナスです｡

· 私はまだ未婚で子供はいませんが､結婚して子育てすることになれば､夫婦共働きで保育園に預けて､ということになります｡認可保育園の増設や子育て世帯の家賃補助はぜひやっていただきたいです｡出産費用も少し高いと思います｡ぜひ軽減して､安心して余計な負担なく産めるようにしていただきたいです｡

· 病気にかかりやすい子供にはやはり医療の充実が必要｡

· 独身主義なので全く興味なし｡

· 私は長いあいだ港区保育園で勤務していましたが(園長歴25年)､高校まで0～18才まで生まれ育った品川区に帰って(港区退職後)無認可保育園をはじめました｡まだまだ親と子への援助の必要が私にできることがあると思い始めました｡親からは負担させたくないと頑張っていますが､区から何の補助もなく私費も底をついてフーフーです｡区立の保育園がいっぱいになると利用が多くなるのでお役に立っていると思い､身体の続く限りボランティアのつもりでがんばっていますが､認めてもらいたいことと､親への援助をつづけたいと思っていますので､どうぞお力をおかし下さい｡
· 子供が小さいうちは家にいたいと思うが､今の児童手当では到底足りない｡3才から幼稚園､習い事などお金が増々かかるのに5000円に下がってしまうのは困る｡私立幼稚園の手当ても全く足りない｡手当てを入れても毎月3万円近くの保育料は厳しい｡かといって区立は定員オーバーで入りにくい｡

· 昔のようにお互いが信頼し合って自分達で出来ることは自分達でする気持ちを持てる世の中で有ったなら､税金が無駄に使われないと思う｡また､子供は自分からのものなので少し騒ぎすぎると思う｡ちなみに私は子育てをしないをえらんだ人間です｡里親募集にTELしましたが規約が有りすぎでかないませんでした｡10年位､子供の為にと寄付もして来ましたが正しく使われていない様なのでやめました｡

· 地域温暖化でCO2を削減が言われている｡CO2･カーボンを減らしながら人口の減少は環境対策･食料自給率から考えれば絶好のチャンス｡日本に適正な人口は何の位かをしっかりと議論すべきと思う｡デンマークは日本の1/20程度人口です｡しかし､学力も経済もしっかりしている｡人口を増やす為だけの支援は必要ない｡学力を上げる｡経済性を高める為の支援をすべきと思う｡

· 子育てのことは全て家内に任せてあるので､制度や仕組みのことはよく分かりませんが､今の世の中は離婚率が非常に高くなり､女の人1人で子供を育てるケースが増えている様に感じます｡そうゆう方でもあまり苦労しないで生活が出来る様になれば良いと思います｡

· 子育ては終わりに近づいていますが､⑤⑥⑦はかつて痛切に感じていたことです｡

· 妊婦診療14回まで無料化はありがたいのですが､各病院の分娩費用が値上がっており､負担額は変わらないのが現状です｡

· 病院に助産師の診察診療を認め､産科での正常分娩と必要処置の法律改正を要望します｡医師の2交替制度が必要です｡老人ホームと保育園を同じ施設にする｡

· 不妊の人への支援をもっともっとしていただかないと治療に通いたくても高額なので生活を考えると長く通えません｡年齢のこともあるので早急になんとかしてほしいです｡

· 左の項目全部と収入の安定に増大を望む｡

· 子供はいませんが､育児をしているお母さんが負担がかからないようにしてあげてほしい｡

· できる支援はなんでもして欲しい｡

· 金があっても保育料や給食費を払わない者の対策も必要｡

· 自分は今まで児童手当がもらえなかったが､もらえるようになった｡法の元の平等からも品川区はすばらしい｡住みやすい環境です｡

· 左の要望が全て満たされなければ現在の女性はどんどん子供を作らなくなり､日本の将来に希望はありません｡

· 環境を整備しなければ子供を育てられないし､出産する気持ちも失せてしまう｡

· 少子化の現実は理解してますが“子育て、子育て……"もどうかと思います｡過剰な支援は必要ないと考えます｡｢線引き｣は難しいでしょうが､無駄も多いように思えます｡

· 一番の問題は､子育て後の職場復帰の確保であろう｡

· 鈴木しゅんいち知事が保育園を減らしたのは専業主婦の大切さを知っていたから｡全て分断して核家族にして来た共産党には何が見えているのでしょうか?家族､地域､社会､国のむすびつきの薄さが今一番もんだい!!

· 保育園への入所待ち問題は以前から議論されているが､改善されているという話を耳にしない｡単純な話に思えるが､改善できない理由が今一つ理解できない｡

· 五反田､大崎周辺は待機児童が多く保育園に入れない｡仕事をしなければならない家庭では子供を預けないと厳しい｡その分､補助金が欲しい｡

· 少子化国家に進む対策は“"子供の教育育成にかぎる｡国家の興退は子供達｡教育に期待にある｡

· 国民が子供をつくりたくなるような行政サービスが必要｡愛国心や少子化防止は自発的な事なので､強制や利益誘導は筋違い｡

· 女性が自立を目指し10万円前後の賃金で家賃払うのは無理です｡大都会で子育てする層を考えて欲しい｡住むだけで光･熱･水の他に裸で生れて来る子どもの衣･食､そして医療､託ける集団｡金銭だけで子育ては出来ません｡最低の環境を先ず幼い子ども達に与えて欲しいです(公の仕事です)｡

· ④について､たとえ法律ができたとしても､肝心な企業の方が､それに沿った方針を示してくれないと何も変わらないのでは･･･?というのが気になります｡⑧･･･私は未婚でまだ子供はいませんが､東京では田舎と違い近所で話す人もいません｡昔のように近所の人も一緒に子育てできるようになるといいと思います｡

· 子供のいる人にも高額所得者や低所得者の区別えをして欲しい､お金のある人にまで援助するから予算が膨らむのだと思う､定額所得者の人が安心して子供が生めるようにして欲しい｡
· 働かなくては預けることができず､預けるには働かなくてはならず悪循環
· 昔は左様なことは何もなかった。皆自分で働いて生活していたのだ｡
· 入学時のランドセルは廃止すべきです､年金生活者が孫の入学でランドセルをお祝いに買うのに苦慮している例が多いです､高額でありました六年間使うものを体力のない新一年生に背負わせるのもおかしい､軍隊のようなものを背負わせるのは日本だけでしょう何の不思議もなくこれまで全国一律にしていたのはおかしい品川区からまず布製の安いものに変えたらどうでしょうか
· ともかく､ある程度所得のある家庭への支援は減税(第2子･第3子の減額)をするし所得の低い人に対しては支援(第2子手当･第3子手当を出す)そこからでしょう｡

· 女が｢力｣を持つと必ず､世はダメになる!甘い!女は家にいる 子供は生んでも､男子たるものが働く!子供は一人でも育つ!

· まわりの若い母親は､保育園に預けて仕事をしています､頑張っている母親にもっと良い環境を!私は子育ては終わりましたが小学校までは､子供の生活をささえスキンシップが出来る環境を望みます｡

· 少子化は国の根本的課題｡万難を排して子育て支援最優先政策を進めるべき｡逆行する政策が多く何を考えているかわからない｡目先のことしか考えていない様に思う｡
· 保育園の一部で夜の10時まで子どもを預かっているようですが､子どもの成長､子どもの心の発達にとつては､かなり問題があると思います｡対症療法のような事業より､区として企業に子育て期の職員が早く帰れるよう要求するくらいして欲しいです｡

· 現在妊娠中ですが､検診補助が増えてすごく助かりました､でもエコーが1回しか補助されず､赤ちゃんの様子が毎回見れません｡できればエコー補助も増やしてほしいのですが｡

· 子供は日本の未来を担う存在です｡親も子もしっかりと育ち合える環境にしたいです｡

· 働く母のために別枠で休みを設定して欲しいです｡学校行事で有休の90%がなくなります｡いつも親が来ない子はさみしそうです｡学校行事に参加しやすい制度の必要を感じますが｡

· 何度か役所へ｢子供を保育園に預けたら働きたい｣と相談に行ったけれど､働くところが決まっている人が優先なので預けるのは難しいと言われた｡現実的に考えて働く所を先に決めても預ける所がなければ働けません!!

· これから社会人として生きるのですが､その先にはやはり結婚･出産があると思います｡少しでも安心･安全な環境で出産育児ができるようになれば､､､と思います｡

· 子供なし｡

· 子供は国のこれからの力となる人々です｡子供を育て中の方には大いに応援してください｡社会環境が悪くなると子供も悪くなることを心して下さい｡小児科の医療が足りないのも困ったものです｡特別手当を出したらどうか?夫婦とも働いてる家庭を応援して下さい｡

· 安心して子供を育てていけるようにお願いします｡

· 認可保育園の｢入園待機｣は是非解消してほしい｡

· 産婦人科の充実｡

· およそ40年､保育の仕事に関わりました｡公的保育を充実することに励みましたが､どんどんくずされ様変わりしました｡子育て支援が進んでいるようですが､内実､そこで働く人の処遇が悪くなっています｡働く若い人々の顔が輝くような施設を望みます｡

· 家賃負担が生活を圧迫しています｡土地は国から借りるようなシステムが望ましい｡

· 住民票｡親の住民票が異なると言うことで小学校一年生から児童手当を貰っていない｡

· 妊婦診療の無料化､保育料の負担等は収入制限をもうけるべき｡高収入の人は自払いで｡

· 助産施設の充実｡

· 認可保育園や医療が充実しても中身だと思います｡安心してまかせられる質であって欲しいです｡

· 健康保険適用を｡無駄｡やるなら国会議員の手当てから支出すること｡

· 預けていて､とても助かった｡

· 女性が安心して出産できる様々な権利(育児休業､妊娠休暇､時間軽減､等)の保障｡

· 以前は保育園を利用していた｡

· 我が子が保育園に長いこと世話になったので､その時増設をしたと思っていた｡今はリタイアしたが｡

· 出産に100万近くかかったり､保育料は私の大学の学費より高く､子供はもちろんとても可愛く産んで良かったと思っていますが､経済的には苦しいばかりです｡第2子が産まれましたが､兄弟で別々の保育園になってしまったらと思うと気が重いです｡周りでも違う保育園になった為にお迎えに時間がかかっているのに延長料金をとられる等､聴いていて辛いです｡その一方で税金の無駄使いばかりが報道され､とっても残念です｡

· 59才で幼児も孫もいないが､もしいたら支援策は必要｡

· 自転車の二人～三人乗りについてヘルメットだけでいいと思う｡時間的に夕勤希望するにあたり18時～24時までや夜勤24時間の保育園など品川区は少ない｡大井町､大森､品川～大森海岸付近にほしい｡

· 子供は国の宝､親が育てられなくなったら､国が育てなければならない｡

· 託児所を充実させ､希望者が格安で託せる様に自治体と企業が協力し対応するシステム作りをすべき｡父親の育児休暇を徹底する｡シニアの力を活用する｡

· 児童手当の増額､もしくは給料費用の無料｡

· 幼･保が一つの建物の中にありますが､幼のペースに保がまきこまれていると感じます｡働いている親はそんな勝手なスケジュールに怒りを感じています｡何の意味があり幼･保が一緒になったのか疑問です!!

· 費用援助より教育に関してもっと根本的なことに対する援助が必要と思います｡

· 所得が変わらす少子化対策といっておきながら､3人乗り自転車で｢罰金｣……考えた奴は｢馬鹿｣と言っていいだろう｡一般的に考えて全体を客観的に見る機関を天下りでない具体策のできる方で作ってほしい｡

· 民間の賃貸アパートで暮らすのは本当に厳しいです｡収入が7～9万しかないのに家賃だけで7万もかかるし｡子供がいると一間の安いアパートは借りられないし｡かといって都営住宅も落選ばかりだし

· ヘビースモーカーの禁煙に保険がきくこともあるのに､なぜ出産には保険がきかないのか｡妊娠検診､出産にもせめて保険がきくようにしてほしい｡少子化を心配するなら､検診出産を全て無料化してもよいくらいだと思う｡子育て支援は働く女性にかたよっていると思う｡子育て中の女性は絶対にフルタイム正社員を目指さないといけないのか?心身的負担を考えると､私は子育て中は週数日･短時間程度の労働につきたいと考える｡人それぞれ考え方はいろいろ｡手当てとして5～10万円を支給し､フルタイムで働くことを生きがい楽しみとする人は､その手当て全額がそのまま子供を預ける費用(保育園料)として使用し､本当は預けずに自分で育てたいが生活のために働かざるをえない人は､生活費として安心して育てられるなど､個人が選択できるのはできないだろう?

· 子供18才までは教育にかかる費用は公立はタダ(給食､修学旅行)児童手当として支給するのではなく｡(私立に行くのは余裕がある証)出産費用は病気ではないとは言え国の根幹に関わる事なのに､国として個人に頼りすぎてはいないでしょうか｡

· 子供の将来も親の収入によって左右される｡現実を見ると賃貸住宅費､保育費､保育､教育費は大変な負担です｡①と③の増額と制度の充実と実施を切に願うばかりです｡※かわいい孫の為にも何とか早く支援策を実行して下さい｡長い間､自民党を支持してきましたが､世の中どんどん悪くなるばかり､可愛い孫たちのことを考えると腹が立ちます｡共産党は区民の為にガンバッテ下さい｡

· ②④⑤⑦を選びました｡収入で個人差がありますが､大人と児童､平和をゆけば｢生活｣の安全と｢人口｣と｢教育｣の限界をかねてゆくことと思います｡｢孫｣がいますが､今障害者と病気のため世話できませんが､自宅で小学校入学前までできれば世話したいです｡

· 品川区は他の区にないものをいろいろやっているから子育て支援は十分だと思う｡子どものいない夫婦2人の私たちには何の得もないし｡

· 働きたくても保育園の空きがなく､働けない｡0才と3才の小さな子供を持っているのでパートで働き､育児も両立したいと思っても､正社員でないと保育園に預けられない場合が多いので､結局､社会復帰をあきらめている｡私立幼稚園に通わせているので正社員の場合は幼稚園の保育時間だけでは足りないので､保育園かけもちにしないといけないが､区立保育園は預かってもらえないので､経済的な負担も心配で､パートで働いた方がよいと思うのですが､下の子(0才)がパートだとあずかってもらえる所がなく､こまる｡

· 園に入ることがとてもむずかしい状況です｡対策おねがいします｡

· 子育て中の主婦が子どもが幼稚園､保育園に行っている間に老人ホーム等でボランティアをすることによって保育料を無料にする制度を作る｡そのことによって､①若い世代が老人と接する機会ができ､これからの高齢化社会の良い対策となる｡②専業主婦家庭への経済的支援となる｡③子どもに奉仕の精神を学ばすことができる｡

· 品川区は土地柄家賃が高いので･･･補助してほしいです!!あと､職場も子育てしているものに対し理解してほしい｡ろこつに嫌な顔されたり､子供の病気で休んだりしてしまうのは多少仕方ない｡

· 子供さんを大きくするまでいろいろな面で大変でしょう｡何か援助が出来ればよろしいですね｡

· 保育園について､保育料の減｡

· 出産費用の保険適用｡大きな病院で産むと50万｡産むまでの検査費用を入れると70万～80万かかる｡お金がないと子供は産めません｡

· 親が安定した収入が得られない社会なので､子育てなど無理です｡自分1人生きていくだけでも､どうにもならない世の中です｡自殺者が増えるのも当然です｡心を平常に保つように生きていくだけで､毎日必死です｡

· こどもがいないのでわからない｡いいかげんなことは言えないのでわかりません｡

· 働きながら安心して子育てのできる状態を作ってほしい｡と、共に子供の心の成長が正常に行われることを望んでいます｡

· 一般論として少子化対策として具体的支援を望む｡

· ｢お産は病気ではない｣という前提は､この時代(子供が減っている)にあっていないです｡これから産みたいと思っている女性には産めない時代です｡支援についても､まだまだ伝わっていないと思います｡飛び込み出産を少なくしてほしいですね｡

· 別に意見ない｡正常に考えて当たり前だ｡勝手なこというな｡切り詰めればどんな生活もできる｡

· 現在､子供二人を保育園に預けて働いております｡風邪をひいた時等の預け先がなく困っています｡病児の子を預る施設を作って頂きたい｡今ある施設は伝染病はNG､また､預けられたとしても､手間と時間がかかり､とても現実的でない代物です｡

· 手当てではダメ｡体制の整備｡“産めない"のでは無く､“産まない･望まない"ものへの補助は不当｡独身者への負担に配慮すべき｡

· 子供はいないのでよくは分かりませんが｡

· 子育ては45年前貧乏のどん底で終了しました｡その時思ったことは幼稚園の保育料が大変だったことです｡一年間しか通わせられませんでした｡今でしたら､もちろん保育園に子供を預け仕事をしています｡当時は幼児を家に置いて仕事にいったものです｡

· 特に小児科医の減少に危機感を強くしています｡

· 今の世の中の子供の問題を考えると､私も子供と共に生活をしないといけないと思いますが､生活を維持して行こうと思うと､そうは言っていられないです｡末っ子が中学になるまでは単身赴任させないなどという労働基準などの整備をしたら､残された母親も仕事につける環境にもなってくる｡子供の教育資金も少しはまかなえる｡

· 子育てのしやすい環境造りとして地域の子育て支援の推進に政治の力を出してほしい､核家族化して一人の子供に手間の掛け方が分からない両親が増えている､近隣の先輩父母が力を貸して子育て出来る環境整備が必要と思う｡

· 都庁では数年前､職場の拘束時間が30分延長され､お母さん職員達は帰宅時間が遅くなって無念の涙を飲みました｡世論は｢ザマア見ロ!公務員め!｣でしょうが､正に芥川龍之介の｢蜘蛛の糸｣みたいな話です｡こういう｢内向き志向｣を改善すべし｡いろいろやってはいるのですが･･･｡

· 医師不足が深刻を極めている｡現状からあまり大きなことを言えないが､医師不足の分､親たちが医療の知識を深め､小児の世話ができるようになれたらいいのにと思う｡

· 区立の保育園に入れず認証園に入れて仕事をしています｡料金があまりにも区立と差があり､しかも区立に入っている子の母親でも上手に書類をつくって働かず家にいる人もおり､とても不公平感があります｡まず認証園との料金差額の補助を検討したり､勤務実態を3ヶ月おきに提出させるなどするべきでしょう｡

· これからをまかせる世代を大切にして欲しい｡

· ①で雇用が安定しないので必要だと思う｡③母子家庭が最近多いので金額を増してほしい｡⑥病院が少ないので交通費やその他の費用がかかると思う｡

· ･
子育て支援､少子化対策など､各政党はこぞって成果をアピールしようとしていますが､視点は平気で子を殺す親の多くなったこと､赤ちゃんを出産しようとしても病院がないこと､医師が足りないこと……にいきついています｡手当てが増えれば子が育つのでしょうか?とてもそんな簡単なことで済みませんよね｡大げさな言い方でしょうが､個々人(医師も含め)の生活基盤の安定､所得の安堵､社会保障制度の間違いないこと､親たちの心の安寧､子供の心のゆとり､教師らの自由闊達な教育､親からの馬鹿げた要求がなくなること､病院経営の安定､地方の住民が減らない対策､地方の税収確保､などなど､必要なことが沢山あります｡小泉前総理は大嫌いでしたが(皆をうかれさせるのが上手いので)､力ある政治家､屈しない所信は大事ですね｡

· 若い夫婦から相談もちこまれたことがあって､なにもいえなくなった｡国は子供達をどう見ているのか?品川区も保育少ないと聞いている｡

· 妊娠診療については赤旗で読んでいたが､品川区で実現するかはわからなかった｡子どもも育てたいと思っているので良かった｡家の近くに保育園があると良い｡

· 親の資格がない物が子供を作っているパターンが多い｡そんなバカに手当てを出しても子供のために使わない｡よって負担の軽減が良いのではないかと思う｡

· 今の社会制度ではありえません｡

· 男性の育休取得が非常に困難｡仕事面で育休者のいる職場で特に男性は極度の負担を負わされ､手当てが全く不十分である｡“育休者の家の繁栄のため働いている訳ではない!!"｡職場に保育所･託児所を設けるべき(北欧型)｡

· ･
収入が安定している経済(社会)が実現できればかかる費用負担はさほど問題ではない｡一番の危惧は夫婦ともに働いている､子育てに専念できる親がいない､等の場合の病気の子供を預ける施設がないこと｡

· 子供がいないので､あまり良くわからないが､小児科が少なくなっているということをよく耳にします｡子供が少なくなっているというのも事実ですが､高齢化が加速している中､子供は大切にしないといけないと思います｡

· 小児医療の充実をお願いしたいと思います｡

· 子どもを産みたいのに費用のことや生活のことを考えると厳しいです｡日本で子どもが増えない理由がよくわかります｡

· 全ての支援が必要｡

· 考えなくとも問題点わかるでしょう｡こんなこと問うものではない｡

· 小児科医師不足の解消｡特に不足している科の医師への報酬増加｡不足理由の徹底的解明と対策の充実｡

· 私共の若夫婦をみると給料が上がらず､生活は苦しそうです｡その為､子供が1人です｡2人ですと出産､子育てとお金がかかるため2人目は無理とのこと｡子供が少ないのは､この様な方々が多いのではないか?

· 出産費用は全額保険で｡現在の正常分娩自費はおかしい｡妊産婦検診も保険適用すれば受信率が上がり､とび込み出産がへるのではないか｡実際はあずけざるを得ない｡子育てすれば収入が減る｡収入が減れば子育て出来ない｡

· 少子化現状は経済的負担があまりにも大きい｡まず子育に関する環境整備が最大の急務である｡

· 2男1女の子供は独立して別居しています｡夫婦2人のマンション暮らしですから､今の生活が平穏に過ごせることが一番の望みです｡共産党の高齢者援助の政策には常々感謝しています｡今後とも宜しくお願いします｡

· 左記の○印の他に､最近話題の自転車3人乗り｡あれは危険ではあるが､その危険も承知で｢せざるを得ない｣事こそ問題である｡取敢えずは､その交通規則は凍結｡2～3年の中に安全性を高めて､それが可能なものを業者は開発すべきである｡議員､官僚､幹部官僚らはそう言う庶民の姿を直に見たことがあるのだろうか｡心が痛まないのだろうかと思っている｡

· 未だ扶養家族を持たないのでよく分からないが､身近な友人たちは出産を機に奥さんが退職せざるを得ないと言う｡出産までの健診は出血しないと保険適用にならないとも聞いた｡少子化是正のための努力は行政にもっと工夫してもらう必要があるのだろう｡

· 障害者だけのすまいるスクール､放課後の学童支援をぜひ作ってほしいと切望します｡

· 病児保育の充実｡

· 一人親家庭は父母の別なく収入より補助すべきです｡

· 子育てしやすい環境とは､お金だけで解決することではありませんが､子育て世代への金銭的負担を軽減することは重要だと思います｡3人子育てしていますが､金銭的余裕はありません｡保育料も｢保育園に入園している第2子･3子｣ですが､小･中･高と今まで以上にお金のかかる世代になるので､トータルでみて第2子半額､第3子は1割としてくれると､なおありがたいです｡(我が家は､小2､0才なので､0才の子供は第1子の保育料で大変です･･･)

· 子育ては何もキョウミがございません｡私は生みっぱなし､なげっぱなしで育ちましてヨウチエン高校にもやって頂けなく父は｢学校なんて何になる｣自分はベンキョウにもえておりました｡自分の出来ない仕事につかせられ､洋裁学校に行っている時母より竹ぼうきを持って｢行くな｣とおっかけられました｡

· 安心して子供を産み育てられる社会にしてほしい｡
· 核家族での初めての子育ては不安や心配がつきものです｡金銭面だけでなく､人的な補助を望みます｡(例えば保健師さんに電話を頂いたときは色々と相談でき不安も解消しすごく心強かった｡国にこのようなきめ細かいサービスを望む)出産費用は無料に近づけてほしい｡短時間労働の子どもでも公立保育園に入れるようにしてほしい｡一時保育で派遣社員の登用はやめてほしい｡認証保育園について認証基準の見直し､定期的チェツクを区としても､やめるべきです｡

· お金がないので結婚や子づくりを控えています
· 一人親で給料の半分近くが家賃｡都営住宅にも応募しつづけてますが､当たりません｡職場では子供の発熱などで休むことはあります｡有給休暇は全てそれでなくなり､減給の時もあります｡それでも肩身の狭いおもいを会社でしてます｡
· 安い住居を提供してほしい｡現在の住居は個人所有のアパートですが､とても設備が悪く本当に困っています｡
· 近年､産婦人科の医師､小児科の医師が少ないと言われますが､本当に実感しています｡また｢子供を産みたくても産めない｣という人が増えている気がします｡(経済的理由･仕事など)

· 今現在第2子を5月に出産予定 もっと早く診察費を無料にしてほしかった｡毎回1万円近く

· 子どもを育てながら働ける環境の充実を望む｡子どもを持つことによって給料が減る女性が多い。
· 子どもを産むには30万以上も必要とか。少子化をくいとめるのが一番だと思います｡病気でないから保健が使えないのなら､全面補助し無料にするべきです｡子どもは国の宝､私たちの未来を担ってくれるもの､それを個人にまかせているのはおかしい｡

· 子のいない世帯へ増税
· 子育ては小学校の子供までではありません｡中学､高校までが一番費用も苦労もかかると思います｡お金の為に子供への｢しつけ｣｢教育｣｢愛情｣がおろそかになるのは残念です｡せめて高校を卒業するまで､小児､児童という名称でなく､バックアップして欲しいです｡
· 子育て支援は大切なことだと思います｡でも､子育てをしている親(特に母子家庭､父子家庭)を雇用している会社をどう考えますか?家庭の事情は理解できますが､｢残業はできない｣｢定時に帰る｣等､いろいろあります｡その様な人をなかなか正規雇用できない面を考えて下さい｡

· 子供が産めるような社会ではないと思う｡
· 子供は宝です｡大切に幸せを願っています｡ 私は切りつめてガマンして戦後20～28年迄子供は手もとにおきたいといい生活して来ました｡3才迄は親のそばがいいと私は思います

· 子供は預けられる様にして働ける環境を作り、収入は自分で得て税を収め自分で所得格差を解消し、少子化を解消して納税も多くおさめ消費者支出も増加｡税収増加で官の借入減少して国･地方自治体を立て直す
· 私は子供の小さい時(10才位まで)母親は専業主婦として子育てや家事を中心に母親業を行  

· 私は男性なので独り住まいなのですが保育園とか幼稚園(公立)が少ないとかで入るのにたいへんだという話しをよくきく もっと小中高をこうりつよく配置するとか幼小中高までの一貫学校をつくるとか出来ないものか

· 自分の子育て(大学までの就学)は終えましたが､現在､未来の子育て環境が､充分であるとは

· 小さな子供を人に預けるのは反対です｡預けなくてもよいシステムにもどして欲しいです｡
· 少子化､少子化とさわぐわりには子育て家庭へ金銭面(補助金) 保育機関が充実してません｡

· 大企業などがやっている出産するごとにボーナス的な大きな額が支給されたら､品川区に引越してくる人が増えると思う｡
· 第2子からはお祝い金を100万､200万､と増やせば､みんな品川区に来る｡産む｡ビックリ対策をするべき｡その分､わかりやすく増税をする｡

· 中小企業経営者に負担をさせる(給与に上積みすること)ことは無理だと思いますので国の制度として､仕組みとして施策を実施すべき｡

· 長い時間､病時保育を希望する人がみな入れるように｡
· 独身で子供もいないので大きなことは言えませんが､少子化や人口が減ることが､そんなに重大問題?第2次世界大戦の後ぐらいはどうだったのだろう?私の子供のころは今より貧しく､社会環境も今ほどで無かったけど､子供も多く､大人も小人も将来に希望があったように思います｡

· 年をとっています｡(75才)両親が死亡して金銭的にも､物資的にも大変です｡体の具合でも悪くなった時はどうすれば良いのか一番心配です。孫は中二になる予定です、がかなりお金がかかります。
· 保育園の保護者会でいろんな事を教わりました(安全な食等)保護者同志の交もお互いに助け合いのりこえられました｡今の保育園はここの相互協力し合う親達の交流を区がたち切ったと聞いております｡子育てに一番大切な部分を!

· 保育園ふやしてください｡でもクオリティーは絶対大切です｡週1～5回と数回あずけられる 

· 約40年まじめに働いた結果が将来の不安とは情けない社会です｡私は残りの人生を社会に貢献しようと思いましたが無駄のようです｡私の小学校もシンボルの松の木が枯れたとかで切られ校歌が変えられるので母校の思い出は私の心の中でだけ残っています｡私で勉強も出来る方でしたので戦中戦後の学校の様子を話してあげたいと､校長に話しましたが聞かなくていいとのことでした｡同年輩の人達が“誇り"と云っているが､そんなのむりとも知りました｡日本は良くない社会ですね｡

· 老人福祉に冷淡現在70才以上の人は戦後の荒廃した世の中を目々と働き税金を収め現在の､世の中にしたのになぜ70才以上をこんなにいじめるのですか?

· 保育園料金がかかったりすることに比して収入を減らされるのはおかしいと思う｡
· 基本的に躾､愛情を充分子供にあたえること｡そのためには､育児補助や子育て減税を望みます｡

· 30代は一番お金がないのに(収入が少ない)､ローンや子育てに追われる。
· 児童手当ても3歳まで1万円だが､その後からがもっとお金が必要に

· 保育園をつくってください｡子は宝です｡出資することをおそれないでください｡大切なことです｡ 

· 教育は百年の計にあり､この ｢教育委員｣が無教養過ぎる｡

· 金がかかって､その上高齢者の負担までかかってくるのはつらすぎます｡
· 思えない｡
· 食べれば2～3日で無くなる｡これを金にして､子等の教育費に当てよう｣と提案｡村民賛成

· 娘の共働きの影響を受けています｡保育園がしっかり共働き支援となってほしい
· 少子化対策は､税金軽減､手当支給では解決されません｡手当支給なんて独身女性との差別にもなります｡そうじゃなくて､働きたい人が働ける環境､及び､人事部=企業の子持ち女性に対する偏見是正が必要｡企業内に保育所を作れば良い｡小さな企業は何社か集まって職場の近距離に!もちろん､保育料は無料｡児童手当支給はいつまでも｡根本が改善されない｡

· 若年世帯への公的住宅支援｡30年だけでも格安な住宅があれば､職住近しで生活楽｡現状､八王子から品川へ2Hかけで通勤している者の税で､品川で無職､高齢者が居住｡これを逆にしては?

· 今､私の子供はおかげさまで保育園に通わせて頂いておりますが､数年前の入園申請時､区役所担当者との間にこんなやりとりがありました｡私｢妻を働かせたいので･･･｣区｢働いている実績がないと･･･｣何かおかしくないですか?まじめに働きたい人達に対し､もっと目を向けて下さい｡ちなみに私は実績造りの為に1ヶ月半無認可保育園に預けて15万円支払いました!

· すべて望みます｡

· 将来の日本を考えるなら､少子化対策は必ず必要｡子供が多い所は､それだけ日本に貢献できる可能性も高い｡その場の生活負担を軽減する社会を作るべき｡また､机の勉強だけでなく､社会に出る為の勉強も多く取り入れるべき(システム作り)｡

· 子供がおられる家庭は幸福だと思う｡そこに多くの税金を注ぎ込む必要性は余り感じられない｡どうしたら子供を産める程度の所得が多くの家庭で得られるような､根本的な国の方策が望まれる｡①～⑦はどれも姑息なものと思われる｡

· ｢お金｣で解決するのがいちばんわかりやすい政策かもしれません｡しかし､本当に少子化を問題にするならば､職場や地域のとりくみ(職場内の育児施設)や､世代間の相互扶助に力を注ぐこと(高齢者の育児ボランティア)や､行政が｢人｣を有効活用するための手助けをすること(育児に力を貸して欲しい人と手助けをしたい人をマッチングさせること)が重要ではないでしょうか｡

· 保育園増やして下さい｡子供の医療費が無料でとてもたすかっています｡収入が少ないので､家賃の補助などあったらとても助かります｡

· なぜに近所の保育園に入園できずに遠くの場所になるのか?少子化と言われてる割には子育て環境が整備されていない｡

· 但し､収入に応じて行う｡

· 品川区に引越してきて出産できる病院が少ないことにおどろきました｡児童センターや保健所での子育て支援は充実していて満足しています｡

· 子育て支援として､安価な保育等を充実させ､特に女性の社会進出を後押しすべきだ｡

· 所得に応じての手当てをお願いしたいです｡妊婦検診費用など､過去には負担していただけなかったので､その分､子供のいる家庭に援助していただきたいです｡不公平です｡保育園でもきちんと教育していただきたいです｡自分があずけた頃､7～8年前､区内保育園の質の悪さに(対応の悪さに)フルデイの仕事をあきらめ､私立幼稚園にし､短時間パートにしました｡

· 保育士は今や最も大切な職業｡彼等､彼女たちがプライドを持って働ける環境を作らねばいけないと考えています｡

· 若い夫婦などの低年齢層にもっと支援を充実すれば暮らしは良くなり経済もよくなると思う｡

· 現時代を反映し､日本社会中が損得だけで動いている関係が強く､小児医療のリストラが続き､医局のエリートが内科･外科に行き小児科､産婦人科がその犠牲者となっている｡選挙で争点にならず､小泉政権でもみすてられていた｡政権交替しないと充実は困難と思う｡

· 子育てが終わった人間ですが､子育ては大変ですが､生むのは親の責任です｡生みっぱなしで「支援、支援」と言っていてはいけません(児童手当､保育料負担など)｡認可保育園の増設､小児科医療の充実は絶対必要と思います｡地域で何か保育園以外にお手伝いできるシステムがあるといいですね｡保育ママなど｡

· 子供が外で思いっきり遊ばせることのできる公園や施設を充実させてほしい｡

· 子育てとは子供が何才までを言うのか｡少子化といわれて久しいが､子供に一番お金がかかるのは高校や大学に入る頃だと実感しています｡私立中学への受験が多いこの地域では家庭の経済に余裕があるわけですが､なんとか公立の高校へ入れたとしても公立大学へ入るには塾へ行かなければ入れるのは難しい｡家計の負担を少なくし､実際の景気がよくなければ､子どもは育てられない｡(ちなみにウチは子ども3人います)

· 児童手当倍増｡

· 幼稚園よりも小中学校の充実と教育負担の軽減が必要｡保育園と幼稚園は別ものであり､同じような取り組みではいけない｡

· 共働きしないと子育てに必要な収入が得られません｡産婦人科を増やして｡

· 人間を大切にしない国家は必ず滅びると思う｡すでにその兆候は現れている｡

· 私の○印は皆大切なことばかりだと思います｡自民党では駄目｡他党の方が良い｡また､共産党が良い｡

· 増税につながらなくてやれれば当然賛成｡健康保険適用すべし｡

· 保育園､幼稚園に預けて働くということは私は原則的に反対です｡三才位までは直接母親と接しながら人間としての心の一番の基礎を育てるべきだと思うからです｡保育園などに子どもを預けるときの別れ際の子供の悲しい顔｡悲しい涙がどれほど子どもの心に影響しているでしょう｡母親が子どもを手元において育てられるだけの条件を整えるべきです｡子どもを育てることはどの仕事にも勝ることと考えています｡親から見離されて悲しみに耐える教育なんておそろしいと思います｡

· 大人向けの公園より子供がのびのび成長するような公園にしてほしい｡(水遊び･木のぼり･アスレチック風なもの)

· 子供の育児子育てが余りにも温度差がある｡今後ますます差が広がることが心配です｡子を持つ親が子を育てる資格があるのかと思う位､自分達(親)のことだけで育児は他人事の様にしている親がいかに多いか目に余ります｡

· 私は86歳｡息子は成長して､いま子育てに苦労しているようです｡したがって､今､具体的な要求はありません｡ということではなく､たくさんあるのですが､ここに書いてもせんないこと｡

· 子どものことを､そして､シングルマザーを考えようとしない国､ニッポン｡

· 障害者への助成額増額｡

· 母子手帳を持っていない人があるとも聞く｡専業主婦を何故大切にしないのか｡

· 子育て支援の`08年度予算について､素晴らしいことです!!議員の方々の尽力に感謝しています｡特になかつかりょう議員の活動には元気をもらってます!!子育て中の親が働きやすい時間や条件の整った職場を見つけたい｡多くあるとうれしい｡

· お金を配るのではなく､安心して働ける環境作りをしてほしい｡働いていないのに､ウソをついて就労していることにして子供を預けて､昼間好きなことをしている人を見ると､預けて働かないと生活できない人がかわいそうに思う｡待機児童が多いのだから保育料などを払わない人は出ていってもらって､支払い能力のある人を入れてほしい｡

· 出産費用が高すぎて2人目は､考えているという話を良く聞きます､安心して生める病院も少なって着てるようだし､何かとならないものでしょうか｡

· 日本人として日本国に誇りと愛国心を持てる教育･自分を大切にし､他人も尊重できる教育｡自らを律し､正直､勤勉に生きる教育｡

· 実際には0才からあずけて仕事しています｡でも働かずにすむなら､小さいうちくらいは一緒に過したいなと思います｡

· 子育ては大事な世の中の基本です個人の問題にまかせて良いのでしょうか､国の将来を､きちんと考えて下さい｡

· 根本的に結婚し､子供をつくることが幸福なのか?その時が､家族と家庭に未来を感じ､むり世代が増加している事が今日の問題｡

· 子育てしやすい環境を望む｡区内で使える共通商品券が子育て支援として有ったら嬉しい｡1人1,000円でもいいので

· 子供がいない人との格差はどうするのか?少子化と言えどもやりすぎはよくない｡

· 家賃補助などはやりすぎと思う｡

· 子供は政府が作るものではない各人が作るもので社会人になるまで一切費は､自分で行うべきであり戦前は総で5～7人子供おっても自分で養って来た

· 子供より先の問題です､まず結婚できないよ､お金なくて｡

· 年齢が､60歳以上なので､福祉のタクシーが使えたら良いと思います｡病院等､病気の時に特に必要､区役所等にも行く時に必要です

· 子供の病気になったり､毎日働くことがむずかしい時期も有るので､手当が充実していると精神的に安心できるかも｡世帯全体の収入に対しての公平な保育料｡本当に必要な方に保育園を使ってほしい｡

· ①母子｡父子世帯は特に､少子化を防ぐためには､経済的支援を②0児は深刻､入れないと働けない｡③子どもの二重保育がないと働けない｡コストは非常にかかります｡④時短ができるように､給与のカットされないようにしてほしい｡⑤休日診療時間外診療(平日～土)を学区内に｡公報のみのお知らせでなく｡町会掲示板に｡⑥受信が自費｡(補助はつくが)気分がわるいとタクシーを使用｡⑦特に底～中所得者⑧学童時間(朝･夕)延長｡働いている親の実態とカケ離れている!

· 産休を取って第1子を生んだがきちんとした制度や慣例のない職場なので､これ以上個人の都合を言い出せない雰囲気がある｡第2子も欲しいが､今の生活を､維持するためには､仕事も変えられない｡子供を生んでも気持ちよく職場復帰できる程度の環境､社会になってほしい｡

· ①､③及び⑥など補助､増額､軽減についての支援は大変結構だと思う｡しかし､その財源はどうするのか､小生には見えてこない､具体的な説明が欲しい｡
· だんだん年をとって収入先細りで､その内0になると思います､今のままだと貯金0でどうなるのか､大変心配です｡お金がなくなれば､生活出来る､分けないですもの｡

· 特に支援しなくてもいいと思います｡

· 次世代のために子育て支援に力を入れてほしいが､わが家に子どもはいないので､“生まれて育つ課程のすべてに公平で健康に成長する権利をきちんと保障する政治を"と強く望みます｡

· 収入が激減してしまい､体調のことを考えると今の仕事がやっとなので子育ての補助､家賃の補助(ほんの少しでも)して頂けると助かります｡子供2人が思っていた以上に大きくなっていくので予想以上にお金がかかってしまい､この先どうしたらよいか……とても不安です｡

· 収入が少ない夫婦は子供を持つことをあきらめてしまうから妊娠･出産費用の軽減｡

· 少子化を防ぎたいと思っている｡将来を担う子供達の為に支援をお願いしたいです｡

· ｢三つ子の魂百まで｣というから幼児教育が大切｡精神的にゆったりした環境で子育てをしないと将来が心配である｡

· お金をばらまくように補助しても良くなるとは思えない｡保育料は収入の多い方､少ない方の配慮さえあれば負担してもいいのでは｡働かなければ生活できない人に対しては配慮が必要です｡

· 学童をPM7:30まで延長してほしい｡

· 子供も孫もいないので2番目の質問は該当していませんが､子供は社会で守っていくべきだと思う｡

· 品川区では若い夫婦の家賃補助がない｡娘が結婚して品川区に住む予定です｡将来のことを考えて幼児対策の充実を希望します｡

· 少子化対策の一環として認可保育園の増設､職場の子育て環境改善､小児医療の充実､妊娠･出産費用の軽減､幼稚園･保育園の保育量負担の軽減を早期に実現することを望む｡

· 大企業は徐々に子育てしながら働きやすい環境ができているが､小さな企業に勤めているとやめざるを得ない｡

· 少子化の時代､第2子､第3子･･･に補助をつけていいのでは｡但し､品川に本籍(住居)がある場合のみ｡(第2より第3､第3より第4を多く補助すべき｡第1子は必要なし)

· 日本が希望をもてる社会であることを国民の大半が認識すること｡

· 双子をかかえていると思いきった育児が不安｡

· 娘が今年出産予定です｡共働きで働き続けるつもりでいます｡安心して生み育てていく環境はまだまだ不充分と思います｡

· 私立幼稚園は収入に関係なく補助をお願いしたいです｡

· 先日､子供を保育園に預けて働こうと思い､保育園の申し込みをしました｡理解ある職場を見つけることができたので申し込むことができましたが､仕事がなければ入園の申し込みができないのは矛盾していると思います｡子供がいては働けないのですから｡せっかく内定をもらっても､保育園に入ることができなければ断らなければなりません｡共働きでなければ生活は苦しいですし｡

· 産婦人科受診について､もっと安くするか出産については無料にして欲しい｡

· 子供がいませんので回答致しません｡

· 娘が離婚｡子供3人の母子家庭｡住宅に困って2年あまり母子優先と聞きましたが､都営住宅にもなかなか入れず､私共も年金生活｡いつまで援助できるか不安の毎日です｡

· 私は自分の子供は自分で育てるという考えでそのようにしてきました｡保育園のことは考えたことはありません｡

· 年々子供の数が減少する中､生活の安定が得られず不安です｡母1人で生計を支え､養育費もない中で､18才からの手当て打ち切りは学ぶ機会を与えられず､母子家庭は民間アパートはなかなか貸してもらえず､家賃は高く都営住宅は当たらず､不安が募るばかりです｡

· 夫婦共働きでなければ生活できないような町づくりをするから少子化問題や子供の多い家庭に負担がかかり､益々子供を作らなくなるのだと思う｡国､都､区の所有する土地への構想公営住宅の建設､賃貸､食料品､衣料品､店へのテナント提供などができれば良いと思う｡

· 妊娠･出産の約1年で費用がかなりかかる｡それに向けて貯蓄するのは難しい｡計画的妊娠ができる人とできない人がいるのだから｡(できないというのは不妊で悩んでいた末にめでたく妊娠した場合もある)生活していくだけでいっぱいの人には厳しいし､子どもをつくろうとしないようにするだろう｡

· 少子化を阻止するためにも子どもを産み育てやすい支援はもっと充実させる必要と思います｡

· 主義､主張としては“孫育てでがんばるバーちゃん"にはなりたくない｡子育てを通じてこそ夫婦の絆は強まるのだから｡それでは現実はどうなっていくのか･･･｡いまの若い世代は結婚すらしにくいのではないか･･･｡

· 老人住宅の家賃補助が先決｡

· 子育ては小学校の子供までではありません｡一番費用も苦労もかかると思います｡お金の為に子供への｢しつけ｣｢教育｣｢愛情｣がおろそかになるのは残念です｡せめて高校を卒業するまで､小児､児童という名称でなく､バックアップして欲しいです｡

· 子供達は(障害児も含め)地球全体の財産です｡国が育てたいと思う環境をつくらなくてどうするのですか｡子供は健やかに育つ権利があるのです｡父母の経済状態に左右されてはならないのです｡何をさしおいても(道路などもっての他)子供達(障害児も)に税を使うべきです｡2才位まで育児休業や子育て手当てが充分欲しいと思います｡

· 保育料の第2子半額はありがたいが､上の子が卒園すると負担はもとどおり｡子供が多くて大変なのは､上の子供が小学校に入っても同じこと｡ひとりっこと､2人以上の子供が同額なのはどうかと思うところがあります｡これからまだまだかかると思うと､大変です｡また､子供を育てるのは個人のしゅみとはちがい､明日の日本を背負って立つ次世代を育てること｡子供のない人の年金を私たちの子供がになうことになるのに､独身者やディンクスの方々が､ゆとりのある生活をしているのを見ていると､もう少し､負担させてもよいのでは!?と思うこと常々です｡
· 働きたいと思う｡今は年なので考えられませんが｡
· 私は60才です｡子供3人保育園に預けて仕事しました｡良かったと思います｡

· 子育てよりも親の教育が必要｡非常識の若い親が多すぎる｡
· 現在､上の子が幼稚園､下の子が保育園で､午前中パートをしております｡子どもが元気なときはいいのですが､熱を出したり､病気になったりした時､困っています｡子どもが病気だからといって何度も仕事を休むわけにもいかず､病時保育が充実していればいいなと思います｡朝急に熱が出てもすぐに預けられるところがあると､子育てと､仕事の両立が可能になると思います｡
· フルタイムではない仕事に対する子供のあずかり場所を増やしてほしい｡
· 女性が社会に出て活躍するようになってから､子育ての問題が複雑になってきているように思う｡少子化という問題にもつながっていると思う｡子育て環境の改善によって､これらの問題解決につながるのではないかと思う｡
· 親による子供の虐待のニュースを毎日のように耳にします｡子供を守るために何かできることはないのでしょうか｡虐待している親も悩んでいると思われます｡カウンセリングを受ける等相談できる場所はあるのでしょうか｡
· ･息子は40才｡2児の父｡妻は専業主婦｡給与は決して低くない｡年収800～900万｡なのに家族手当､家族のための扶養控除など所得が高いということでカットされ税金だけが高額｡3人目の子供が産めない経済状態だという｡子育て中は親の税金を取らないという位の大改革をしない限り人口は減り続けると思う｡

· 子育に費用がかかるので産めない人もいる｡育児の負担を軽減しなくてはだめ｡
· 保育園に預けて仕事をしたいが送り迎えなどを含めて考えると､とてもじゃないが続けていけそうにない｡保育園増設も必要だが夫婦以外サポートできる人間がいない世帯でも共働きがしやすいような仕組み(サポートシステム)をつくって欲しい｡

· 補助､改善などをした時に他の部分には影響が出ると思う｡その効果と影響についての情報が見えないと望むものも分からない｡
· 子供は保育園に預けたいと思っていますが､今､現在給料が少なく､作れる状態ではないと思います｡親との同居でなんとか生活しています｡家賃も高く公団も制限があり､むずかしい様です｡
· ○福マルフクに関しては､全国で使えると､とても助かります｡
· シングルマザー(ファザー)､及び両親と代わって子(孫)育てしている人への金銭面､社会的処遇の改善

· 不慮の妊娠で出産を悩んでいる人へのフィジカル･メンタル･金銭面の補助
· 家庭を持たなければ補助がないのか?どの政党もこの点では同じに見える｡

· 子供がいる方はレジャー休暇を取り易くする､または休暇を新しく作る｡家庭にも良いし､より消費を生みだすのではないか｡
· 支援?おかしいです!!昔は両親､祖父母､たくさん回りに居たはずです｡それなりに努力してたはず｡人の輪が少くなくなった今 自分のからにとじこもり1人で生きて行けるはずもないのに!!事故等で1人になった人達への支援､障害者への支援はおおいにするべきです!!

· 徴兵制
· 母子家庭には手当てがあり父子家庭にはなし。政府は経済的に父子家庭が母子家庭より余裕があるとの考え、政府による男性差別。
· そんなに福祉を充実して金は一体誰が払うのか｡税金はもっと将来に向けての社会基盤づくりに使うべき
· ⑦ これは仕方ないと思う｡

· 妊娠出産費用は金額無料化にすべきだと思います｡命がけで子供を生みそだてるのですから｡
· せまい安アパートで子供のなき声などを気にしながら､育てるのは大変｡
· 働いている母親が多くなっているので､保育園をきちんと確保してほしい｡
· 子育てにはお金がかかります｡格差の社会で悲しいかな子供も一人位しか産めません｡
· わかりやすくまとめてほしい｡カテゴリー別に公的扶助制度をまとめないと､庶民は生活がいっぱいいっぱいなので､なかなかよく制度を理解できずにいると思う｡(投票率低下へつながる)何でもわかりやすくしないと､グラフや数字を言われてもよくわからない｡(その点のみで言えば､元小泉首相に人気が集まったのはそういう面でないだろうか｡浅沼稲次郎もその点で民意を得た｡)

· ⑤小児医療の充実については､現在中学生まで無料になっています｡子どもの数が減っている今､そこまで必要あるのでしょうか｡12才くらいまででよいと思います｡私が子育てしている時はそのようなことはありませんでした｡他にむけなければいけないものがたくさんあると思いますが｡

· 子供の野外遊び場造成
· 少子化の時代､国の将来を担う子供に対して､出来る限り補助､援助が必要である｡
· 小学校､中学校までが私立へ行く人が増えているようです｡もっと｢公立｣に行かせたいと思えるような教育をしてくれるような｢教師｣を育てて下さい｡あと､いつわって母子家庭として援助してもらえる人をよくみます｡本当に援助しなければいけない人だけ援助してあげて下さい｡

· 臨時職員として区立の保育園に勤めたことがあるが､そこでは｢命令と許可｣ばかり｡これでは子供の内にストレスがたまり､将来｢いじめ｣に走るのも当然｡父母に｢1日職員｣としてその実態を見てもらってはどうだ｡これも禁止､あれも禁止ばかりでは子供たちがかわいそうだ｡

· 左記の各項目は結果的に総て必要なこととは思うが常識的に考えてバラ撒き的な施策は出来るはずがない｡優先順位そして生活水準 環境等公正､公平に明確な判断基準のもと支援すべきと思う｡また社会環境がこれ程悪くなっている時代 子供を作る､育てるその条件が満たされない社会を見た時に困惑するのは当然と存じます｡また若くとも｢ナマケ者｣が多く発生し｢働かざる者喰うべからず｣の“アカ"でも飲まさせなければ駄目な世の中である｡本当に真剣に正直に夫婦共々働く人々をこそ救いの手を差し伸べるべきである｡

· すばらしいことですが､子供の負担は同じ額であるべきかと思う｡
· ※老人介護同様以上に留意すべき
· ※小中学校内に保育園等併設を｡品川区特例?案

· 保育料の支払のために仕事等に従事する母親(家庭)には全額負担の区制作りは必要｡

· いまの若者は子供は他人にまかせ住宅･車を買い､ローンを払うために共稼ぎをし､子供第一に考えていないと思う｡貧しくても帰宅したとき親がいる家庭は理想なのか｡母親は仕事にかこつけ､夜遊びし､｢年寄りや園に子供をおしつけておけば､母親業も楽しいし､専業主婦なんてやってられない｣という声を若い母親からよくきく言葉である｡
· 現在子供は2人共に30才以上なので子育てのことは分らない｡分るのは今の若い人達は子供と共に苦労しようという姿勢があるのだろうか?と特に思う｡

· 預けなくてもすむ収入がほしいです｡
· 発達過程の子どもを育てている若い家庭が､食事に充分な配慮ができるような経済的ゆとりを持てるようにしてあげたいと感じています｡
· 保育園は金持の人達が行く所ですか?娘達夫婦は本当に困っているのに保育園に入れず何かおかしいです｡

· 日本の人口を考えれば①ー⑧賛成ではあるが子育て世代の両親の収入が少なすぎる人が多い｡その上始めにマンション子供は一人共働きのため保育園にあずける｡朝早く夜おそくの迎えではロクな子供は育たない｡

· 品川に住むことは大変なことである｡高家賃が家計にしめる割合は相当なものである｡子育てのある世帯には補助を出すべきであり､また､家主にも､税の軽減をしてはどうだろうか｡
· 自分がその立場ではないので､何ともいえないが､子供が持てない､育てられないという状況は政治の力で解消すべき｡
· 私はもう終わりましたが①～⑦それぞれ良い支援です｡総合的な支援が向上できれば良いと思います｡
· 特に2､5､7を望みますが7項目全部に取り組んで頂きたいです｡

· 幼稚園でも､保育園のように､子どもを預けることができたら､と思います｡もちろん､保育園並み､を期待しているのではありませんが､今の幼稚園が､専業主婦のみを前提に話を進めるのには違和感を覚えます｡せめて1500くらいまで預っていただけたら､と思います｡

· 身障児とその家庭への福祉手当を出して下さい｡打ち切り、打ち切りで障害の子供を持ちながら何の手当も1円ももらっていません｡これは親のためではなく生まれながらに背負った子供がもらう権利です｡親の所得で子供の福祉の権利を奪わないで下さい｡

· 私たち夫婦には子どもがいません｡たくさんほしいし､つくりたいけど､子どもを産んだ後の生活を考えると､不安で作れないのです｡子どもを産み､育てるという希望さえも､もてない社会にしておきながら､｢女は産む機会｣だなどと発言し､たくさんの女性を傷つける大臣もいました｡日本政府の方々には､私たち近辺の暮らしは見えないのでしょうか?

· フランスの例をSICKOという映画で見ましたが､あれくらいサポートがあれば楽かな､と｡しかし誰もが夜遅くまで残業して当然な状態では実現しなそう｡よく日本の社会を見切りたくなる｡

· ①･②･⑤特に支援要望あり｡
· 子育て支援には最近疑問を持つ。金品や物質の助成は実際子供の為使われているのか、公明党案で以前配布された地域振興券と同じよう食糧品に利用されていないか、支援は効果が出ているか不明だ｡TVニュースで見ました。保険から降りる出産費用35万円を受取りながら病院には支払って無いと 車のローンと生活費に使ったとか｡支援金は支給方法を変えた方が良い 例えば保育園の園料は区から直接保育園に払うとか｡学校給食なら区から直接学校側に払ってあげるとか支給方法を変えた方がよい｡

· 母親のお小遣いのためのパートは論外ですが､現在は共働きが当りまえの時代ですので保育園の増設や保育士?(保母さん､保父さん)の育生のため補助や援助を老人対策より先でしょう｡

· 給食や国民年金や国民保険は国民全員に国が保障して支給すべきだと思う｡消費税を導入する時に､「老人医療費や福祉などのため」と言っていたと思うが､今になって年金から天引きで後期高齢者医療制度を作るなど言語道断｡役人や国は年金を不正に使用したり､無駄使いしながら､給食費を支払わないモンスターペアレントを大々的に宣伝し､目をそらせようとしているような気がしてならない｡
· 保育料の第2･3子減額は複数名同時に入園していないと適用されないのですか?上の子が卒園してしまったら料金の減額がないのならあまり意味ないです｡第2子はこちらで望んだら必ず計画的に生まれるわけではありません｡小学校に入学したらしたで別のお金はかかるのですから｡望むのは出産費用全額補助｡出産を扱う病院を増やす｡

· 少ない年金から介護保険料､税金の天引き､それに医療費2割負担に｡すぐくる後期高令者医療制度､不安でいっぱい｡1円でも安い物をさがして生活しているのにジワリジワリ上る物価｡

· 要望実現のためご活躍した共産党に感謝しています との近所の声｡

· 手当てを出すよりは､現物支給とかサービス(ボランティアとか不用品回収とかでまかなう)とかの支援を充実させて欲しい｡出産は保険適用にして欲しい｡

· 夫婦が子どもを持ちたいと思える将来のビジョン｡

· ③→今の金額では少ないと思う｡

· 出産費用が高すぎます｡

· ②と③→少子化対策に!!

· ④→やはり一番は子育て環境の充実だと思う｡子どもが少子化になっているのは出産費用が高いからではなく､産んでからの子育てが難しいからだと思う｡(共働きで見てくれる人がいないなど…)

· 働く女性が安心して出産･子育てできるように保育園等の充実が必要｡

· ①～⑦全て総論としては賛成です｡品川区はサービス過剰!!小学6年までは良いとして､中学3年までの医療無料は不必要｡節説して予算が沢山あれば言いません｡昔の中学生なら家族家のため進学か?いろいろ考えたものだ｡今の中学生ダラダラと道に広がり､立ち飲み立ち食い､こんなガキばかりでないのは判っているが､こんな現状までサービスするのかよ!!と言いたい｡

· このたび孫が生まれ若夫婦のことを考えると左記の(①④⑤⑥⑦)充実が望まれます｡孫の為にもすべてに心配の無い世の中にしてほしいと思います｡

· ⑤→産婦人科･小児科医の減少は大変心配です｡これからの日本を背負う大事な子どもたちが安心して生まれてこられない｡

· ベビーシッターを気軽に利用したい｡またタクシー利用券などもありがたい｡子どもが病気だったり､雨だったりと外出が困難な時が多いので｡

· いらない｡

· 学校教育についても､補助金があってもいいと思う｡幼い子だけにお金がかかるわけではないから｡

· 片親家庭への福祉対策の向上｡30人学級実現に向け､区長､区議会議長､教育長が都にアクションを起こすべき

· 会社で家賃補助がないので福利厚生である世帯とは大きな差がでます｡

· 出産により､やむをえずに職を失う人が思います｡
· 夫一人の給料では生活できない｡それは家賃が高すぎるせいです｡根本的に人が多すぎます｡首都移転すべきです｡

· 保育園を卒園し小学校へ入学した子のほとんどが落ち着き無く座っていられないと聞くし友人の保母さんもそれを感じていながらも仕事をしているそうです｡

· 今､子育ての年齢であったら絶対反対｡親も遊びたいとしか思えない｡しっかりと自分の子を育て教育する｡学校ばかりに頼るな(変な校長や先生も多いのだから)

· 私も昔保育園に預けて仕事をしました｡皆の子供が保育園に入園出来る様願っております｡

· 私には中学生の子供が一人いますが､子育て支援については本当に困っている人に支援すべきで裕福な家庭には必要ない!ゲームに携帯電話etc何でも持っていて何を支援するのか｡それより本当に困っている事にお金を使うべきです｡小児医療も助かるけれど､小学生までで充分です｡

· 出来れば幼稚園位の預り時間が良いのですが､家計的に働く方向になるかと思うので｡

· 子どもの人数､育てる家庭の充実について出来るだけの支援をしたい｡全てにおいて子どものいる家族は大変｡優先的に老人対策より取り組むべき｡老人は自分も含め将来は先細り｡子どもは将来必ず大きく役に立つ見込み有り｡

· さまざまなことが､違う所で使っている税金を見直せば出来ると思います｡

· 働く女性がますます増えているが､保育園が追いついていない状況です｡兄弟で別々の保育園に通っている･下の子どもが保育園に入れない等の話もあります｡1日も早く保育園増設をお願いします｡(正規の保育士が不足しているためか保育内容が低下しているように思います｡保育士も増やさないと子どもたちに充実した保育が出来ないと思います｡

· 高速道路･高速鉄道よりも､教育･子育て･福祉を優先すべきだ｡

· 独身者を2種に分けて欲しい｡①養育費を払っている既婚暦者｡②一度も結婚せず子どももいない人｡①の者をもう少し優遇してもらえれば子どもの養育費をもっと出しやすくなるし､子どもにとっても母親にとっても凄く生活面で楽になると思う｡

· 中学生以上の無料化は良くない(コンビニ受診につながる)｡その分を高齢者へ｡

· 子どもを2人産んで育てたくても物価が上がり生活が苦しい｡1人目の育休中だが給料がほとんど出ないので長く休めない｡周りの母親たちは保育園に入れるかどうかで悩んでいる｡妊娠検診14回無料は今回知りました｡凄く希望が持てました｡

· 子供にお金がかかるのは止むを得ない｡公立小中学校の教育が不十分で､大学受験で私立より不利になる｡その為､生活が厳しくても教育費(塾､私立校受験)に多額の出費をする家が多い｡その為にも共働きを続けなければならず､職場の環境改善が大事となる｡

· 少子化だと言われていますが子供を保育園に預けたくてもいざ空きがなく職場復帰が出来なかったり､職場の理解がないと子供が急病の時など働きずらかったりするのでどんな企業でもある程度の年齢まで○○時間みたいなのが取れたり､病時保育の施設など確立をして欲しい｡妊婦の検診費用や出産費用が高すぎるので産みたくても産めない｡もっと何とかして欲しい｡

· 高齢年金生活者です｡左の諸項目も必要ですが高齢者切り捨ては許されません｡

· 特にさしたる問題はなし｡ここを重視するのではなく､別の部分を考えればこの部分は大丈夫｡

· もっと公園が多くてもいいのではないか｡

· お金がないと子どもが育てられない社会は難しい｡

· 共働き反対｡子育てに専念するように｡

· 家庭分解を止めることが先決｡(家族分裂の方向をあおっているのが間違いの元)

· 子どもが既に成人しており考えたことがない｡

· お金のばら撒きは止めましょう｡子どもを育てる事が出来る環境づくりが大切です｡

· まだまだサービス残業の文化が残っているせいか､若い男女がアフター6を楽しめず､恋愛→結婚のチャンスを先延ばしにしているような気がする｡働き方を変えることが少子化対策につながるのでは?

· うちは子どもがいないので具体的には分かりませんが､妊娠の検診を渋る妊婦さんが増えていると報道を聞いたので､日本は残念な国だなと思いました｡品川区には助産院ってあるんですか?もう少し助産婦さんにスポットが当たってもいいんではないでしょうか｡

· 私の娘は中高一貫教育の所に行かせましたが､今思えば何の意味もなかったように思います｡昔のように地元の小･中学に行くのが一番ではないでしょうか｡統廃合は､ある程度しかたないと思う｡学校があまるのだったら区営アパートにして欲しい｡

·  医療費無料化よりも夜間･救急に対応する小児科を維持してほしい｡

· 子供がいないのでまだピンときません｡

· 幼稚園は収入が多いと補助金がもらえません｡児童手当の様に少しでももらえると助かります｡

·  今回認可保育園の審査にもれてしまいました｡生活の為、優先されるご家族があるのは当然かと思いますが､今後､自分自身のスキルアップの為働く女性がどんどん増えていく中家庭の為犠牲(がまん)になる時代はないと思います｡違う方法で子供を預けるとかなり高額になってしまいます｡高齢者が増えていくのならデイサービスなどについでに保育園のようなものを増設して高齢者と子供が一緒に共存するのも大変魅力的かと思います｡

· 若人に夢を与えてやって下さい｡是非眞面考えて下さい｡安価な住居(人間らしい生活が営める)を準備してやって下さい｡

· 何から何まで望むことは多々あるがそれでは何が良く何が苦しいのか分らなくなり子供も良い子に育たないと思うので親が一生懸命働く姿を!生懸命働く姿を！
